
 

減災対策の主な取組み 

 

1. 訓練の実施（篠山市での取り組み事例） 

（１）目的 

○地域住民と協働で避難訓練を主体とした防災訓練を行っている。 

 

（２）実施状況 

○平成２４年度 古市地区、平成２３年度 味間地区、平成２２年度 中止、

平成２１年度 大芋地区、平成２０年度 後川地区 

 

（３）主な訓練内容（平成 25 年度） 

○消防本部、警察、自衛隊、消防団合同孤立者救助訓練 

  ・桑原(河谷)、川阪を孤立集落と想定し、自衛隊のトラックで避難民を搬送 

  ・孤立者の負傷者を消防防災ヘリコプターで搬送 

 

○防災学習会 

   防災士などから、災害から身を守る術について公演を受ける。 
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